


コアワクチンの効果は長持ち
コアワクチンの効果は、多くの場合非常に長く保
たれることが証明されています。
※ノンコアワクチンは毎年の接種が必要な場合も
あります。獣医師にご相談ください。

ワクチンの種類

ノンコアワクチンによる抗体持続期間は約一年です。
また、抗体と感染防御の相関が証明されていません。



抗体検査について
コアワクチンは抗体を持っていれば十分な免疫
があると考えられています。
ワクチンの抗体検査は、血液の中にある抗体の
有無を確認して、免疫が十分にあるかどうかを
判断する検査です。
検査をして抗体の量が少なかったら、年齢や体
調、生活環境などを考慮してワクチンの追加接
種をするか獣医師にご相談ください。

ジステンパーウイルス抗体の保有率

グリーン系︓抗体陽性 ピンク系︓抗体陰性

検査を始めて 3年後でも、93%のわんちゃん
で抗体陽性 *の結果が得られました。
少しずつ陰性の割合は高くなってくるので、
定期的な検査をおすすめします。

＊抗体陽性の場合、
当該ワクチンの追加接種を見送ることができます。



犬用ワクチチェック抗体検査結果例

ワクチンが効くタイミング
子犬の頃、あまり早い時期にワクチン接種をして
も効かない場合があります。
確実な予防のために、幼少期の最後のワクチンは、
16週齢以降に行いましょう。

犬用ワクチチェック
少しの血液だけで検査が可能です。
健康診断で採血した際の、わずかな血液でもOK︕
あとは、結果が出るまでお待ちください。
副作用の心配もありません。
※結果が出るまでに必要な日数は、当院スタッフに
お問い合わせください。


